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2009 年 3 月期第 2 四半期 決算説明会 Q&A（要旨） 

 
【2009 年 3 月期第 2 四半期決算について】 
Q：開発・製品販売の受注残高が増加した要因は？ 
A：80 億円の開発・製品販売の受注残高の増加のうち、大部分がある１社向けのもの。必ずしも全

体的な受注状況が良いわけではない。 
 
【2009 年 3 月期通期予想について】 
Q：今回の修正予想のベースとなっているシナリオは、強めの計画か、弱めの計画か、標準的なシナ

リオか？ また、今回予想のダウンサイドリスクは？アップサイドもありうるのか？ 
A：標準シナリオで考えている。ダウンサイドリスクについて定量的な表現は難しい。証券マーケッ

トがさらに悪くなる可能性はあると見ている。また証券マーケットが今の見通しほど悪くなけれ

ば、アップサイドも可能性があるかもしれないが、現状では大きく期待できないかもしれない。 
 
Q：連結ベースの業績のボトムはどれくらいと考えればよい？ 
A：証券会社は IT 投資を絞ってきているが、今現在残っているのは必須の案件が多いのでこれ以上

削減できないという状況に近づいている。他の業種向け（保険、その他産業、その他金融業）は

いくつも案件を獲得しようとしているので、業績も今期が底になるという可能性もある。 
 
Q：証券業向け通期売上高予想を 180 億円下方修正したが、どういう案件がなくなっているのか？実

はもう少し良くなる可能性はあるのか？ 
A：証券業向けの売上高の下方修正は、野村ホールディングス向けもその他証券会社も両方で見てい

る。新規見込案件が来期以降にずれ込んだものなど、あわせて△180 億円になった。野村ホール

ディングス向けは下期厳しいと見ている。いくつかテーマはあり、例えば株券電子化、大型 IPO
もあるが、先方の予算の執行が非常にきびしい状況。 

 
Q：証券業向けの売上について、安定的な売上の部分はどれくらい？ 
A：当社の IT ソリューションサービスの売上高のうち、約半分がシステム開発で、残り半分が運用

アウトソース・ASP で比較的安定的なビジネス。またシステム開発のうちのさらに半分くらいは、

既存システムに付随した開発案件。時期によって割合の変動はあるものの、6 割から７割は安定

的なビジネスと考えることもできる。不況期には、変動性の高いシステム開発が減少し、安定的

なビジネス部分が残る形になる。 
 
Q：受注残高が伸びているにもかかわらず下方修正しているのはなぜか 
A：受注残高が大きく伸びているのはある 1 社向けが大きく、その他は必ずしも強くはない。下期に
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受注しなければならない部分は楽観視しておらず、先行きに不透明感が増しているため、業績予

想数値を修正した。 
 
Q：販管費で削減しているものはどのようなものがあるか 
A：人件費（業績に連動する賞与分、稼働率アップにより人件費が販管費から原価に移る分）や事務

委託費、器具備品費なども抑制している。 
 
【2010 年 3 月期以降について】 
Q：設備投資、減価償却の来期以降のイメージについて 
A：設備投資についてはこの数年は 300 億前後の水準で、何か追加の投資があればその分上積みにな

る。減価償却費は、前期が底でしばらくは増加傾向の見通し。 
 
【その他】 
Q：株価が下がっているが、下期に自社株買いはありうるのか、また他の会社を M＆A する良いタイ

ミングでもあるのではないか？ 
A：自社株買いは、株価の水準を見ながら常に考えている。現在の株価は安いとは思っているが。 

M＆A に関しては案件次第。 
 
Q：野村證券では生命保険の株式会社化に伴って投資が出ると聞いたが、NRI にはどう影響が出るか 
A：仮定を置いての話になるが、100 万人程度の株主が野村證券に口座を開くことになるとすると、

野村證券の現在の口座数は 400 万口座程度なので 25％の口座数増になる。普通に考えるとかな

りのシステム投資が必要。内容的にはＳＩよりもハードなどシステム増強のほうが多いのではな

いか。その仮定を前提にすると数 10 億円以上の規模にはなると考えられる。 
 
Q：野村ホールディングスによるリーマンブラザーズおよびインドの IT 子会社買収の NRI への影響

は？ 
A：リーマンブラザーズはホールセールの分野に強かった。買収したＩＴ子会社が野村ホールディン

グスのホールセールシステムをサポートする可能性はある。もともと、野村ホールディングスの

海外のホールセールのシステムは、野村ホールディングスがインハウスでやっている部分が多く、

システムが置き換わると仮定しても当社への影響は限定的かもしれない。短期的には、システム

の接続などで仕事が増える可能性もある。現時点で読むのは難しいが、短期的には若干ポジティ

ブ、中期的には若干ネガティブというイメージではないか。 
 

以上 


